	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　目　　　次　（W造 一般診断　例）
　　　１．一般事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁
　　　　　１－１　　　耐震診断対象建物概要　　　　　　　　　----------
　　　　　１－２　　　建物の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　----------
　　　　　１－３　　　現況配置図・平面図・立面図・断面図　　　　----------
１－４　　　現況構造図（伏図・軸組図・部材リスト等）　----------
１－５　　　既存図面　　　　　　　　　　　　　　　　  ----------

１－６　　　地盤調査資料　　　　　　　　　             ----------
       ２. 現地調査結果

２－１　　　調査方針・調査概要　　　　　　　　　　　　----------
２－２　　　既存図との照合　　　　　　　　　　　　　　----------
　　　　２－３　　　現況写真　　　　　　　　　　　　　　　　　----------
２－４　　　建物周辺の地形・地盤の確認　　　　　　　　----------
２－５　　　調査所見・考察（その他の重要な調査結果）　----------

　　　３．既存建物の耐震診断
３－１　　　診断方針　　　　　　　　　　　　　　　　　----------
　　　　　３－２　　　（１）必要耐力の算定　　　　　　　　　　　----------

　　　　　　　　　　　（２）耐力要素の仕様と壁・柱等の耐力　　  ----------
　　　　　　　　　　　（３）耐力要素の配置等による低減係数　　  ----------
　　　　　　　　　　　 (４) 劣化度による低減係数　　　　　　　　----------

　　　　　　　　　　　 (５) 保有する耐力　　　　　　　　　　　　----------
　　　　　３－３　　　上部構造評点　　　　　　　　　　　 　　　 ----------
           ３－４　　　総合評価　　　　　　　　　　　　　　　　　----------
　　　　　３－５　　　診断結果の考察　　　　　　                  ----------
　　　　　別冊　　　　計算内容の電算出力　
　　　　注：項目中、該当しない部分は省略して下さい。
　　　　　　上記目次は一例であり、資料が揃っていれば順不同でも構いません。

　　        また、必要に応じて項目の追加等を行って下さい。
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　　　　　　目　　　次　（W造 精密診断1の例）
　　　１．一般事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁
　　　　　１－１　　　耐震診断対象建物概要　　　　　　　　　----------
　　　　　１－２　　　建物の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　----------
　　　　　１－３　　　現況配置図・平面図・立面図・断面図　　　　----------
１－４　　　現況構造図（伏図・軸組図・部材リスト等）　----------

１－５　　　既存図面　　　　　　　　　　　　　　　　  ----------

１－６　　　地盤調査資料　　　　　　　　　             ----------

       ２. 現地調査結果　　(精密診断法での調査は、構造部材などを直接目視や打診等が原則です)
２－１　　　調査方針・調査概要　　　　　　　　　　　　----------
２－２　　　既存図との照合　　　　　　　　　　　　　　----------
　　　　２－３　　　現況写真　　　　　　　　　　　　　　　　　----------
２－４　　　建物周辺の地形・地盤の確認　　　　　　　　----------
２－５　　　調査所見・考察（その他の重要な調査結果）　----------

　　　３．既存建物の耐震診断
３－１　　　診断方針　　　　　　　　　　　　　　　　　----------
　　　　　３－２　　　（１）必要耐力の算定　　　　　　　　　　　----------

　　　　　　　　　　　（２）耐力要素の仕様と壁・柱等の耐力・剛性----------
　　　　　　　　　　　（３）剛性率による低減Fs　　　　　　　　  ----------
　　　　　　　　　　　 (４) 偏心率と床の仕様による低減Fe　　　　----------
　　　　　　　　　　　 (５) 保有する耐力　　　　　　　　　　　　----------
　　　　　３－３　　　上部構造評点　　　　　　　　　　　 　　　 ----------
           ３－４　　　各部の検討　　　　　　　　　　　　　　　　----------

　　　　　３－５　　　総合評価　　　　　　　　　　　　　　　　　----------
　　　　　３－６　　　診断結果の考察　　　　　　                  ----------
　　　　　別冊　　　　計算内容の電算出力　　
　　　　注：項目中、該当しない部分は省略して下さい。
　　　　　　上記目次は一例であり、資料が揃っていれば順不同でも構いません。

　　        また、必要に応じて項目の追加等を行って下さい。
　　　　　　精密診断法2による場合は上記目次を参考に、検討方法に合わせた目次
構成としてください。
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